
─ ─49

時間生物学　Vo l . 19 , No . 1（ 2 0 1 3 ）

　私にとってこの日本時間生物学会への参加はまさ
に「初めてづくし」の連続でした。北海道を訪れた
ことも、学会で発表したことも人生で初めての体験
でした。
　ポスター発表の研究内容は、3種類のホタル（ゲ
ンジボタル、ヘイケボタル、およびクロマドボタ
ル）を対象として、それぞれの種が示す発光のサー
カディアンリズムの特性を明らかにするというもの
です。採集した地域別に、発光リズムの性質の比
較、様々な温度条件下におけるホタルの発光サーカ
ディアンリズムの周期を調べました。このような研
究を行った理由としては、私の住む栃木県では多く
の野生の生物が棲息する里山が普通に見られること
が挙げられます。栃木県の里山では今でも多くのホ
タルを見ることができます。ホタルが自分の身近に
いることを知ってから、ホタルの発光サーカディア
ンリズムを解明したいと思いました。ホタル由来の
ルシフェラーゼはサーカディアンリズム研究におい
て、体内時計に制御された遺伝子発現の発光レポー
ターとして広く利用されています。遺伝子導入を
行っていないごく普通のホタルたちは「Living 
reporter system」として自発発光の美しいサーカ
ディアンリズムを示してくれました。
　幸運にもポスター賞を受賞させて頂きましたが、
私のポスターを見て私の所属に疑問を抱かれた方も
多かったかもしれません。会場でも実際にその問い
を多く受けました。私の所属は「宇都宮大学国際学
部国際社会学科」で、博士課程でもなく、修士課程
でもない、学部の２年生です。私は一度社会で数年
間働いた後に社会人入試枠で平成23年に大学に入学
致しました。今年で30歳になります。私の所属する
国際学部での勉学は「社会科学」がメインです。

「自然科学」のサンプリングや、白衣を着用してピ
ペットを握る実験などは初の体験でした。正直、畑
の全く異なる自分がこの学会に参加させて頂いて良
いものか、受け入れてもらえるかどうか、最初は強

い不安と戸惑いがありました。しかし私は兼ねてよ
り「時間生物学」に関心を抱いており、是非とも参
加したかったのです。私は白夜と極夜の影響を色濃
く受けることで知られる北欧に長期間住んだ経験が
あり、友人の中には長きに渡る睡眠障害や季節性の
うつ病に似た症状を持つ人たちがいます。自分自身
も白夜と極夜の生活を通し、少なからずそういった
影響を受けました。自分の体験と北欧の人々の生活
を間近で見てきたことで体内のホルモンや体のしく
み、体内時計や睡眠機能がどうなっているのか疑問
を抱いたのがきっかけで「時間生物学」に興味を持
ちました。
　学会が始まると聞いたこともない横文字ばかりの
遺伝子名（例えばCry遺伝子）や、「視交叉上核」、

「甲状腺刺激ホルモン」などといった名前だけは
知っている術語が飛び交っていました。今なお正確
な理解はできていません。しかし、講演では最先端
の研究の話を拝聴することができ、多くの生物種が
研究対象になっていることを知りました。それぞれ
が持つサーカディアンリズムの性質は本当に興味深
く、長い年月を経ながら地域や生息環境などによっ
て独自に体の変化を行ってきたことを感じさせられ
ます。様々な生物が示すサーカディアンリズムはア
イデンティティーそのものだと感じました。
　私が一番興味を惹かれた講演は、第10回日本時間
生物学会学術奨励賞の臨床・社会部門で受賞された
産業医科大学の久保達彦先生の受賞記念講演でし
た。「時間生物学」的観点からみた社会問題へのア
プローチはとても斬新で、「社会科学」と「自然科
学」の両方の視点を持つことの重要さを再認識した
次第です。世間では「理系・文系」とよくカテゴラ
イズされますが、日々学びながらカテゴライズする
ことこそ、無意味なのではないかと感じるようにな
りました。もちろん物理的な区分けは実務上必要で
あり、内容が異なっているために完全に同化するこ
とはできません。しかし私が言いたいのは壁を作る
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必要はないということです。分野を超えた連携や交
流が積極的にあって良いはずだと思っています。
　多くの社会問題が引き起こされる現象には、一見
異なる社会科学的要因と自然科学的要因が深くかか
わっています。東日本大震災以降、カテゴリーを超
えることの重要性は大学の学びにおいても言われ始
め、宇都宮大学では「3.11と学問の不確かさ：震災
後の大学で考える」というタイトルの授業が開講さ
れるなど、理系文系の壁を越えた内容の授業も増え
ています。畑の違う分野への進出は苦手意識が先行
し、困難な時も多いのが現状です。しかし、そこに
こそ「新しさ」があるはずです。片方だけ見ていれ

ば良いわけではなく、広い視点で問題意識や人脈を
築き、柔軟性を持つことなどが重要だと感じます。
それらは多くの「アイディア」や「意識と思考」を
目覚めさせます。この学会に参加して私は「今後も
自然科学と社会科学を繋ぐ部分に着目していきた
い」との思いを新たにした次第です。来年もまた日
本時間生物学会に参加させて頂いてディスカッショ
ンを深められることを楽しみにしております。
　本学会に参加して発表するにあたり、宇都宮大学
農学部の飯郷雅之先生には多岐にわたってアドバイ
ス、ご指導を頂きました。心より感謝申し上げま
す。


